
自動車整備技能実習評価試験におけるローマ字表（国際規格(ISO3602）準拠）

あ・ア い・イ う・ウ え・エ お・オ が・ガ ぎ・ギ ぐ・グ げ・ゲ ご・ゴ

ａ ｉ ｕ ｅ ｏ ｇａ ｇｉ ｇｕ ｇｅ ｇｏ

か・カ き・キ く・ク け・ケ こ・コ ざ・ザ じ・ジ ず・ズ ぜ・ゼ ぞ・ゾ

ｋａ ｋｉ ｋｕ ｋｅ ｋｏ ｚａ ※３　ｊｉ ｚｕ ｚｅ ｚｏ

さ・サ し・シ す・ス せ・セ そ・ソ だ・ダ ぢ・ヂ づ・ヅ で・デ ど・ド

ｓａ ※１　ｓｈｉ ｓｕ ｓｅ ｓｏ ｄａ ｚｉ ｚｕ ｄｅ ｄｏ

た・タ ち・チ つ・ツ て・テ と・ト ば・バ び・ビ ぶ・ブ べ・ベ ぼ・ボ

ｔａ ｔｉ ※2　ｔｓｕ ｔｅ ｔｏ ｂａ ｂｉ ｂｕ ｂｅ ｂｏ

な・ナ に・ニ ぬ・ヌ ね・ネ の・ノ ぱ・パ ぴ・ピ ぴ・プ ぺ・ペ ぽ・ポ

ｎａ ｎｉ ｎｕ ｎｅ ｎｏ ｐａ ｐｉ ｐｕ ｐｅ ｐｏ

は・ハ ひ・ヒ ふ・フ へ・ヘ ほ・ホ っ・ッ

※７　ｈａ ｈｉ ｈｕ ※７　ｈｅ ｈｏ ※８

ま・マ み・ミ む・ム め・メ も・モ

ｍａ ｍｉ ｍｕ ｍｅ ｍｏ ※１　国際規格は「ｓｉ」　→　「ｓｈｉ」　と表記

や・ヤ ゆ・ユ よ・ヨ ※２　国際規格は「ｔｕ」　→　「ｔｓｕ」　と表記

ｙａ ｙｕ ｙｏ ※３　国際規格は「ｚｉ」　→　「ｊｉ」　と表記

ら・ラ り・リ る・ル れ・レ ろ・ロ ※４　国際規格は「ｚｙａ」　→　「ｊｙａ」　と表記

ｒａ ｒｉ ｒｕ ｒｅ ｒｏ ※５　国際規格は「ｚｙｕ」　→　「ｊｙｕ」　と表記

わ・ワ を・ヲ ん・ン ※６　国際規格は「ｚｙｏ」　→　「ｊｙｏ」　と表記

ｗａ ｏ ｎ ※７　助詞「は」　→　「ｗａ」、助詞「へ」　→　「ｅ」と表記

※ 　「じぇ」　→　「je」　と表記 ※８　促音の「っ」は、子音を重ねて表記

※ 　「でぃ」　→　「ｄｉ」　と表記

※ 　「てぃ」　→　「thi」　と表記

※ 　「ふあ」　→　「fa」　と表記

※ 　「ふぃ」　→　「fi」　と表記

※ 　「ふぉ」　→　「fo」　と表記

※ 　「ふゅ」　→　「fu」　と表記

※ 　「ちぇ」　→　「tye」　と表記

きゃ・キャ きゅ・キュ きょ・キョ ぎゃ・ギャ ぎゅ・ギュ ぎょ・ギョ

ｋｙａ ｋｙｕ ｋｙｏ ｇｙａ ｇｙｕ ｇｙｏ

しゃ・シャ しゅ・シュ しょ・ショ じゃ・ジャ じゅ・ジュ じょ・ジョ

ｓｙａ ｓｙｕ ｓｙｏ ※４　ｊｙａ ※５　ｊｙｕ ※６　ｊｙｏ

ちゃ・チャ ちゅ・チュ ちょ・チョ ぢゃ・ヂャ ぢゅ・ヂュ ぢょ・ヂョ

ｔｙａ ｔｙｕ ｔｙｏ ｚｙａ ｚｙｕ ｚｙｏ

にゃ・ニャ にゅ・ニュ にょ・ニョ びゃ・ビャ びゅ・ビュ びょ・ビョ

ｎｙａ ｎｙｕ ｎｙｏ ｂｙａ ｂｙｕ ｂｙｏ

ひゃ・ヒャ ひゅ・ヒュ ひょ・ヒョ ぴゃ・ピャ ぴゅ・ピュ ぴょ・ピョ

ｈｙａ ｈｙｕ ｈｙｏ ｐｙａ ｐｙｕ ｐｙｏ

みゃ・ミャ みゅ・ミュ みょ・ミョ

ｍｙａ ｍｙｕ ｍｙｏ

りゃ・リャ りゅ・リュ りょ・リョ

ｒｙａ ｒｙｕ ｒｙｏ

注

１．国際規格では、長音は母音の上の曲折アクセント記号「＾」で表記　→　一音一音ローマ字で表記　（大きい→「ｏｋｉ」

　　　例：　大きい→「ôkî」　　→　　「ookii」

　　ただしカタカナ語などで、長音がある場合は、カタカナ表記同様長音記号「ー」を使う。

　　　例：　ワーク→「wa‐ku」

 ２．音節の終わりに「n」が来るときは、混乱を避けるため「n」の後に、アポストロフィーを入れ区切る。（国際基準）


